上 

もりとお ついじ つきし ろ おちば 

夜、 盛 遠が 築 土の 外で、 月魄を 眺めながら、 落葉 を 

踏んで 物思いに 耽つ ている。 

その 独白 

「もう 月の出 だな。 いつも は 月が 出る の を 待ち かねる 

己 も、 今日ば かり は 明くなる のが そら 恐し い。 今まで 

の 己が 一夜の 中に 失われて、 明日から は 人 殺に なリ果 

てるの だと 思う と、 こうして いても、 体が 震えて 来る- 



見る と、 どうしてもよ くわから ない。 が、 もし 強いて 

考えれば、 己 は あの 女 を 蔑めば 蔑む ほど、 憎く 思えば 

思う ほど、 益々 何 か あの 女に 凌辱 を 加えたくて たま 

ら なくなった。 それに は 渡 左 衛門尉 を、 —— 裝裟が 

その 愛を銜 つていた 夫 を 殺そうと 云う くらい、 そうし 

いやおう 

て それ を あの 女に 否応な く 承諾させる くらい、 目的に 

協った 事 はない。 そこで 己 は、 まるで 悪夢に 襲われた 

人間の ように、 したく もない 人殺し を、 無理に あの 女 

に 勧めた のであろう。 それでも 己が 渡 を 殺そうと 云つ 

た、 動機が 十分でなかった なら、 後 は 人間の 知らない 

力が、 (天魔 波 旬と でも 云う がかい。) 己の 意志 を 誘つ 



はめ まった 

て、 渡 を 殺す 約束 を 結ぶ ような 羽目に 陥った の は、 完 

く 万一 己が 承知し ない 場合に、 袈裟が 己に 加えようと 

ふくしゅう なお 

する 復譬 の 恐怖から だった。 いや、 今でも 猶 この 恐 

怖 は、 執念深く 己の 心 を 捕えて いる。 臆病 だと 哂ぅ奴 

は、 いくらでも 哂 うが 1^ い。 それ は あの 時の 裝裟を 知 

らな いものの する 事 だ。 一己が 渡 を 殺さない とすれば、 

よし 裝裟 自身 は 手 を 下さない にしても、 必ず、 己 はこ 

の 女に 殺される だろう。 そのく らいなら 己の 方で 渡 を 

殺して しまって やる。」 —— 涙がなくて 泣いて いる あ 

の 女の 目 を 見た 時に、 己 は 絶望的に こう 思った。 しか 

もこの 己の 恐怖 は、 己が 誓言 をした 後で、 裝裟が 蒼白 



け さ ちょ-つ だい そむ 

夜、 裝裟が 帳 台 の 外で、 燈 台の 光に 背きながら、 袖 

を 嚙んで 物思いに 耽つ ている。 

その 独白 

「あの人 は 来る のか しら、 来な いのかしら。 よも や 来 

ない 事 は あるまい と 思う けれど、 もうかれ これ 月が 傾 

くのに、 足音 もしない 所 を 見る と、 急に 気で も 変った 

では あるまい か。 もし ひょっとして 来なかったら —— 

くぐつ 

ああ、 私 はまる で 傀儡の 女の ように この 恥し い 顔 を あ 

げて、 また 日の目 を 見なければ ならない。 そんな あつ 



私に は 晴れが ましい。 しかも その 恋人に、 虐 まれ 果 

てて いる 私に は。」 

袈裟 は、 燈 台の 火 を 吹き消して しまう。 ほどなく、 

しとみ 

暗の 中で かすかに 都 を 開く 音。 それ と共にう すい 月 

の 光が さす。 

(大正 七 年 三月) 
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